
つくばモビリティロボット実験特区

従来

■モビリティロボット

現行法上（道路交通法および道路運送車両法上）、明確な位置づけがないため、

日本の公道を走行することができない。

環境配慮型社会や高齢化対応社会など日本の諸課題解決に向けた

高い期待と可能性

特区認定後

特区認定により公道実験が可能に

・環境や人に優しい社会・モビリティ格差のない社会システムのモデル発信

・生活支援分野など新しいロボット産業の創出拠点の形成
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Robotics Tsukuba

モビリティロボット公道実験の様子
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生活支援ロボット安全検証センター

安全技術を集積、安全性検証手法を確立し、生活支援ロボットの実用化の壁である

安全性確保をワンストップで実現する世界的拠点を形成

ロボット安全の試験機関、認証機関を確立する

NEDO生活支援ロボット実用化プロジェクト

試験設備の例
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コンティニュア規格に対応した健康づくりプログラムの策定

つくば市民を対象

ICTを活用し，個人のニーズに 適化
された市民健康づくりプログラムを策
定

コンティニュア・ガイドラインに対応し
た健康機器，情報機器及びサービス
を活用

市民への展開を目指し、2011年度は
実証実験・効果測定を実施

市民の主体的な健康増進に対する意識醸成と環境づくり及び医
療費の抑制を図る

つくば市 インテル筑波大学

三者の役割

・健康づくりプ
ログラムの検
討・作成

・職員を対象と
した実証実験
の実施

・健康づくりプ
ログラムの実
証実験に向
けた環境整
備支援

・健康づくりプロ
グラムのトレー
ナー派遣

・健康づくりプロ
グラムの効果
測定
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家庭

パソコン

e-wellness
個別健康プログラム

個人健康記録
個人認証サーバ

体重
体組成計

歩数計

血圧計

2011年 健康づくりプロジェクト 実証実験

Face to Face

健康情報管理

運動教室

毎週水曜日 60分間運動を実施

ICTを活用して，自分の健康情報をモニタリングする
【健康に対する管理意識の醸成】

定期的な運動教室を通して，運動を継
続する
【健康づくりのコミュニティ形成】

2012年度より市民へのサービス提供を開始するべく，つくば市職員（20名）を対象にコンティニュア機器
を活用した健康づくりプログラムの実証を行う。広く市民サービスとして提供するためのスキームを検
討する。

ステップ台を使用
した有酸素運動

・毎日データをトラッキン
グ
・筋トレ，ウォーキングな
どの実施

インターネット
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参加者 一般参加者を含む１３名，３チームで

４時間ほどまちあるき

合計２８５投稿

おもな感想

• 参加者から時間が足らなかった

• もっと時間があれば，離れたところにいけた

• 楽しかった

• つくば歴が長いのに，まだまだ知らないこと
がいっぱいある

ツイッターズ in つくば：街あるき企画
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おもな参加者
石岡市 ，牛久市 ，群馬県大泉町 ，かすみがうら市 ，神奈

川県川崎市 ，筑西市 ，つくば市 ，土浦市 ，取手市 ，
水戸市 ，志木市，学生，社会人

会場 ４０名 ネット中継１５名

• つくば市の取組み紹介

• つくば市のツイッター運用職員6名によるパネル

ディスカッション

• シンプルウェイ社の災害時の取組み，アクセス
データ分析，今後のつくば市民情報提供サイトの
運営について講演

• つくば市の今後の取組み紹介

• かすみがうら市とつくば東京事務所のツイッター
体験と事業紹介

おもな感想

• つくば市の経験者のお話が貴重だった。

• 自分の自治体でも早くつくば市のように運用でき
るよう，がんばります。

ツイッターズ in つくば：自治体研修会

環境教育
・環境やエネルギーを大切にす
る実践的な態度の育成
・環境に関する体験的な活動の
充実

環境教育
・環境やエネルギーを大切にす
る実践的な態度の育成
・環境に関する体験的な活動の
充実

キャリア教育
・自分の将来について考える活
動の充実
・集団や社会との関わりについ
て考え，職業観を養う。

キャリア教育
・自分の将来について考える活
動の充実
・集団や社会との関わりについ
て考え，職業観を養う。

国際理解教育
・国際社会で主体的に行動・発信で
きる態度・能力の育成

・多文化理解と共生を目指した
国際理解教育の充実

国際理解教育
・国際社会で主体的に行動・発信で
きる態度・能力の育成

・多文化理解と共生を目指した
国際理解教育の充実

学校ICT教育
・ICT機器の有効活用
・児童生徒の情報モラルの育成

学校ICT教育
・ICT機器の有効活用
・児童生徒の情報モラルの育成

科学技術教育
・科学に親しみ研究しようとす
る心や態度の育成
・体験的活動の充実と科学的に
調べる能力の育成

科学技術教育
・科学に親しみ研究しようとす
る心や態度の育成
・体験的活動の充実と科学的に
調べる能力の育成

健康・安全教育
・体育・スポーツ活動の推進と
体力・運動能力の向上
・健康・安全への自己管理能力
の育成

健康・安全教育
・体育・スポーツ活動の推進と
体力・運動能力の向上
・健康・安全への自己管理能力
の育成

重点をおいて推進する教育重点をおいて推進する教育

小中一貫教育の推進小中一貫教育の推進

・学びの連続性，持続性による個に応じたきめ細やかな教育の推進
・９カ年を見通した弾力・効果的な教育課程の編成
・教科の専門性を生かした小学校５，６年生への教科担任制の導入
・指導内容によっては，発達段階を考慮し，弾力化を図り，生活集団，

学習集団の再構築と児童，生徒の実態に即した有効な学習の展開

・学びの連続性，持続性による個に応じたきめ細やかな教育の推進
・９カ年を見通した弾力・効果的な教育課程の編成
・教科の専門性を生かした小学校５，６年生への教科担任制の導入
・指導内容によっては，発達段階を考慮し，弾力化を図り，生活集団，

学習集団の再構築と児童，生徒の実態に即した有効な学習の展開
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教育日本一への取り組み

（仮称）春日小中学校イメージ



教科の専門性を生かし，個に応じた指導により，

学ぶ意欲を高め，質の高い確かな学力の育成

特徴１：４・３・２で確かな学力の育成
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基礎・基本 発展・応用活用

つくば市の小中一貫教育

外国語活動

＜重点をおいて推進する教育＞
環境教育
国際理解教育
学校ＩＣＴ教育
科学技術教育

キャリア教育
健康安全教育

小・中 小中一貫教育

つ
く
ば
の
未
来
を
担
い
，

世
界
で
活
躍
す
る

子
ど
も
た
ち

つ
く
ば
ス
タ
イ
ル
科

特徴２：つくばスタイル科で次世代スキルの育成
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つくば市の小中一貫教育



-つくば市は「教育日本一」を目指します。また、全国各地から集い、世界を目指し
て科学オリンピックに挑戦する子供たちの本気と好奇心を応援します-

分かったとき、問題が解けたときの面白さを大切にしてほしい。
（小林誠先生へのインタビューより）

将来研究者となって，またつくばに来てほしいですね。
（つくば市長ブログ（抜粋）より）
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つくばに集い、つくばから羽ばたく

国際戦略総合特区
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• 新しい産学官連携の仕組みを構築。システムの核となる(仮称)つくばグローバル・イノベーション推進機構を設立

• 共通の目標を掲げ、ライフイノベーション、グリーイノベーション分野で短期間で新事業・新産業の成果につなげる。

• 研究成果や研究資源の見える化、研究インフラの共用化等、共通のプラットフォームでプロジェクトを支援する。

• 先行して、H２３．７．１に筑波大学の学内組織として、つくばグローバル・イノベーション推進機構を立ち上げ。

イ
ン
フ
ラ
・
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整

備

・

ま

ち

づ

く

り

(仮称)つくばグローバル・イノベーション推進機構(仮称)つくばグローバル・イノベーション推進機構

国際化推進共通プラットフォーム作り

産学官連携プラットフォーム
～イノベーションの苗床として、ワンストップ・サービスの展開により、分野・機関を超えた連携を促進～

ライフイノベーション、グリーンイノベーション分野でオープンイノベーション型研究開発を展開
国際標準の獲得や国際的モデルの提示により、我が国の経済成長を牽引、世界的課題解決に貢献

規
制
緩
和
・
税
制
優
遇
措
置

情報共有・発信産学官連携支援

Project １ ： つくばを変える新産学官連携システム

ライフ・イノベーション
〈次世代がん治療・ロボット〉

グリーン・イノベーション
〈藻類バイオマス、ナノテク〉

フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク

国際戦略総合特区
つくばを変える新産学官連携システム
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総合特区で実施する先導的プロジェクトの概要
つくばにおける科学技術の集積効果を 大限に活用し、イノベーションを絶え間なく創出する産学官の連携拠点を形成し、そ
こから生まれる新事業・新産業で国際標準を獲得、あるいは国際的モデルの提示により、我が国の経済の成長を牽引し、世
界的な課題の解決に貢献していく。

ライフイノベーション

Project②：生活支援ロボットの実用化

Project①：次世代がん治療(BNCT)の開発実用化

◆世界に先駆けて生活支援ロボットの安全性評価基準を確立し、国
際標準として提案することにより、「安全認証」を付したロボットで国
内・世界市場を席巻し、つくばが我が国ロボット産業の国際競争力の
強化を牽引する。

◆死亡原因第１位のがんに対し、患者のQOLが高く経済的な負担も少
ない画期的な次世代がん治療（BNCT）の実用化により、BNCTの国際
標準モデルとして医療関連産業の国際展開を図る。

グリーンイノベーション

Project③：藻類バイオマスエネルギーの実用化

◆石油代替燃料として期待される藻類バイオマスの実用化を図るため、
耕作放棄地等における実証実験を通じて、屋外培養の技術的課題の解
決と屋外大量培養とコストに見合う生産技術の確立を図り、世界的エネ
ルギー問題の解決に資するとともに藻類産業の創出を図る。

Project④：TIA-nano 世界的ナノテク拠点の形成

◆先端ナノテクノロジーの研究資源が集積するつくばの強みを 大限に
活かし、国際競争力あるナノテク拠点を構築し、画期的技術の省エネ機
器等の開発や人材育成を一体的に推進し、ものづくり大国・日本の復権
と省エネルギー等の課題解決を図る。

(筑波大学、高エネル
ギー加速器研究機構、
日本原子力研究機構、
北海道大学、企業、茨
城県）

（産業技術総合研
究所、日本自動車
研究所、筑波大学、
企業等）

装
着

型（産業技術総合
研究所、物質・
材料研究機構、
筑波大学、企
業）

スーパークリーンルーム 炭化ケイ素

（筑波大学、
藻類コンソ
シーアム、
つくば市） 光合成をする藻類 光合成をしない藻類

世界 高の能力

国際戦略総合特区
総合特区で実施する先導的プロジェクトの概要
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先端技術の実証フィールド 筑波研究学園都市

ここ数年で、様々な実証プロジェクトが進む
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ご清聴ありがとうございました。
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